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「
あ
ら
、
お
香
の
香
り
か
し
ら
」
手
に
し
た
名
刺
が
ほ

の
か
に
香
っ
て
き
た
。
世
は
か
香
り
ブ
ー
ム
。
で
あ
る
。

毛
糸
や
眼
鏡
、
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
も
電
話
機
も
、
そ
の

う
え
看
板
ま
で
か
香
り
を
放
っ
て
い
る
。

た
し
か
に
そ
ん
な
香
り
は
忙
し
い
日
々
の
人
の
心
を

や
わ
ら
か
く
包
ん
で
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
。
し
か
し
、

あ
く
ま
で
人
工
の
香
り
で
、
自
ら
に
じ
ん
で
く
る
匂
い

で
は
な
い
弱
さ
が
あ
る
。
そ
の
点
、
た
と
え
ば
道
端
の

雑
草
で
も
、
そ
こ
に
は
大
地
の
水
を
吸
い
上
げ
、
太
陽

の
光
を
吸
い
込
ん
で
き
た
生
の
這
し
い
匂
い
が
こ
も
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
遠
い
思
い
出
を
誘
っ
て
、
香
り

は
時
間
と
空
間
を
超
え
て
、
人
間
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
く
れ
る
。

り
-mの
群
れ
が
動
い
て
き
と
。
そ
の
時
一
羽
の
ツ
バ
メ

が
デ
ッ
キ
に
落
ち
て
ケ
ガ
を
し
た
。
み
ん
な
で
小
さ
な

命
を
助
け
よ
う
と
操
縦
室
の
棚
に
保
護
し
た
。
ル
官
、占

く
し
て
一
羽
の
ツ
バ
メ
が
心
配
そ
う
に
船
の
上
を
く
る

く
る
廻
り
な
が
ら
つ
い
て
〈
る
め
が
見
え
持
仲
間
が

助
け
に
来
た
の
で
あ
る
。
夫
だ
ろ
う
か
妻
だ
ろ
う
か
恋

人
だ
ろ
う
究
や
が
て
勇
敢
に
操
縦
億

飛
び
込
ん
で

来
た
。
あ
と
で
そ
っ
と
の
ぞ
く
と
ツ
別

メ
は
棚
の
且
今

お
互
い
の
羽
根
に
首
を
つ
っ
こ
み
何
♂
と
も
な
か
つ
だ

よ
う
に
お
だ
や
か
に
し
て
い
る
。
密
閉
に
海
に
生
き
る

も
の
ど
う
し
何
と
か
助
か
っ
て
ほ
レ
一γ
と
祈
っ
た

r自

介
の
船
で
小
さ
な
命
が
憩
っ
て
い
る
。
生
き
る
美
哉
だ
。

人
間
だ
っ
た
ら
暖
み
合
っ
た
り
恩
に
着
せ
た
り
す
る
か

エ
ヅ
セ
イ

ぎ
わ
、
マ
か
じ
香
り
た
い

ぺ

も
知
れ
な
い
。
ツ
バ
メ
が
奨

L
い

F
B
 

豊
か
さ
の
中
に
日
本
人
の
美
し
い

る
の
は
最
も
悲
し
い
こ
と
だ
U

ミ
ツ
チ
ー
の
背
後
に
大
き
な
海
が
感
じ
ら
れ
、
潮
の

香
り
が
し
た
。
愛
情
を
も
っ
て
誠
実
に
骨
み
し
め
て
き

た
人
生
の
味
が
そ
の
人
の
香
り
を
つ
く
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
さ
わ
や
か
な
花
の
よ
う
な
香
り
以
言
葉
の
奥
に

か
く
さ
れ
た
人
柄
の
魅
力
か
ら
漂
っ
て
く
る
。

香
り
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ふ
と
胸
の
あ
つ
く
な
る
よ

う
な
人
生
の
味
を
し
み
こ
ま
せ
て
、
私
も
い
つ
の
日
か

さ
わ
や
か
に
香
り
た
い
。

六
年
振
り
に
再
会
し
た
新
桜
丸
の
キ
ャ
プ
テ

ン
・
ミ
ツ
チ

l
(弓
場
通
義
さ
ん
)
は
、
海
の
男
の
這

し
い
匂
い
と
や
さ
し
さ
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
た
。
初

め
て
の
出
会
い
は
青
年
の
船
一
行
が
中
国
で
の
研
修
か

ら
帰
っ
た
日
、
富
山
新
港
に
船
が
横
づ
け
に
な
っ
た
時

だ
っ
た
。
金
モ
ー
ル
が
胸
の
あ
た
り
に
輝
い
て
地
球
を

八
十
五
周
も
し
た
す
が
す
が
し
い
海
の
男
の
姿
が
そ
こ

に
あ
っ
た
。
今
は
リ
タ
イ
ヤ
し
て
陸
の
暮
ら
し
に
な
っ

た
と
い
う
ミ
ツ
チ
ー
は
久
し
ぶ
り
に
こ
ん
な
話
を
し
て

く
れ
た
。

「
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

中
国
の
天
津
の
港
近
く
、
澄
み
渡
っ
た
秋
の
空
は
美
し

か
っ
た
。
急
に
空
の
一
角
に
黒
い
か
た
ま
り
が
現
れ
渡

先
日
、

ず

? 

ジ
ヤ
ン
さ
ん
が
英
語
指
導
助
手
と
し
て
ハ
ワ
イ
か
ら
上

平
村
へ
や
っ
て
来
た
の
は

一
昨
年
八
月
。
「
山
の
中
で
き
れ

い
な
所
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
山
な
の
で

び
っ
く
り
。
最
初
は
と
て
も
寂
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

村
の
皆
さ
ん
が
あ
た
た
か
く
て
、
と
て
も
良
く
し
て
く
だ

さ
る
も
の
だ
か
ら
U

す
っ
か
り
村
が
気
に
入
リ
、

一
年
限

り
だ
っ
た
契
約
を
も
う

一
年
更
新
。
現
在
、
上
平
小
学
校
、

中
学
校
、
そ
し
て
英
会
話
教
室
て
教
え
て
い
ま
す
。

「
子
供
た
ち
は
、
と
て
も
素
直
。
教
え
や
す
い
で
す
。
向

こ
う
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
て
す
ね
。
休
み

時
間
に
冗
談
を
言
い
合
っ
て
い
る
時
が
、
い
ち
ば
ん
楽
し

い
U

ジ
ヤ
ン
さ
ん
は
、
生
徒
か
ら
も
村
の
方
々
か
ら
も
大

人
気
。
そ
の
秘
密
は
優
し
い
人
柄
の
よ
う
。
「
つ
い
つ
い
か

わ
い
が
リ
た
く
な
る
」
と
村
の
皆
さ
ん
。

「
二
年
め
に
入

っ
て
、
私
も
村
の

一
員
だ
な
と
実
感
す
る

よ
う
に
な
リ
ま
し
た
U

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に

参
加
し
た
り
、
村
の
行
事
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
た
り
と
、

忙
し
い
ジ
ヤ
ン
さ
ん
。
今
は
ス
キ
ー
に
夢
中
で
、
毎
週
近

く
の
ス
キ
ー
場
ヘ
通
っ
て
い
る
と
か
。

お
茶
や
お
花
を
こ
な
す
ジ
ヤ
ン
さ
ん
。
「
も
っ
と
日
本
の

伝
統
文
化
を
勉
強
し
た
い
U

と
、
琴
も
習
い
は
じ
め
ま
し

た
。
「
お
年
寄
リ
か
ら
昔
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
し
、
民
謡
も

踊
れ
ま
す
よ
U

お
ま
け
に
カ
ラ
オ
ケ
が
得
意
で
、
大
好
物

は
五
箇
山
と
う
ふ
。
ジ
ヤ
ン
さ
ん
は
、
立
派
な
五
箇
山
人

で
す
。

、五箇山今3妻子?マ九
安里広子 ジャンさん

ひとアズ
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暖冬による悪コンデイ

ションにもかかわらず、

出場選手たちは練習の成

果を存分に発揮しました。 h

特にジャンフ。競技にはた

くさんの観客が集まり、

中学生の思い切りのいい

ジャンプに惜しみない拍

手を送りました。

四固めの今年は、富山商業高校吹奏楽

部と女子高校生選抜バンドがブラスの響

きを披露しました。「およげ/たいやきく

ん」や「抱きしめて TONIGHTJなど、若

さあふれる歌と踊りに会場は大歓声。雪

にちなんだ曲やステージパレードでは、

ファンタジックな世界を演出してくれま

した。

3 

雪の中でのふれあいの輪を広げようと、子供からお年寄りまで約二千五百

人が参加。おだやかな冬の陽光のなか、自転車モトクロスやゲートポール、

そり、フォークダンスなどを楽しみました 。

2 

スノーピアードは、二月五日の「ふるさとの

味通り」と「ちびっキ雪まつり」で締めくくら

れました。ポカポ力陽気に大勢の人が訪れ、大

漁なべなどには長蛇の列。富山の味覚がずらり

と並んだ、味通り。は大にぎわいでした。



七
三

・
七
%
が
県
内
の
大
学
に
外
国
人
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
留
学
生
関
係
の
行
事

へ
の
参
加
希
望
は
二
割
と
少
な
く
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぽ
四
割
が
「
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

外国人留学生関係の行事やボランティア活動が企画された場

合、参加してみたいと思いますか。

...・・・・・・a・・・・・・・・E・・E・・・E

1.1% 

(無回答率0.7%)

外国人留学生関係の行事やボランティア活動への参加意向

わからない
33.4% 

その 他 0.9%

(前問で「参加してみたい人」に対して)ホストファミリーとして外

司人留学生を受け入れてみたいと思いますか。(3つ以内)...・・・-
a・・・・圃・・・・・....-

県政世論調査は、みなさんが県政や日常の問題に

どのような関心や期待を持っているかを把握し、

県政推進の基礎資料とするために行ってし、るものですL

今回は県内各地域の成人男女千二百人を対象に

次の十項目について調査しました。

(回収率は81.2%で974人)

この一部を紹介しますL

どう対応すればよいのかわからな
いのでどちらともいえない
日本語や英語である程度意志が通
じあえるならば受け入れてみたい
経済的負担が少なければ受け入れ
てみたい
生活習慣があまり違わない人であ
れば受け入れてみたい

短期間なら受け入れてみたい

受け入れたくない

受け入れてみたいがど こに申し込
めばよいかわからない

期間に関係なく受け入れてみたい

他

ホストファミリー(受入家庭)としての外国人留学生の受入意向

20 10 0 30 (%) 40 

38.0 

のそ

(対象者208人)

笠
Eコ

な

な

カ1

b 

ρ
l
ぃ，
 
カB

関

鉦

わ

4 

現在、県内の大学には65名の留学生、研究員がいます。昨年7月、 明治と

やま国際センターが行ったアンケートでは、彼らの92%が県民と交流する行

事への参加を望んでおり、特に大学の学友との交流を深めること、県民と

自由に交流できる場所の設置、青年との交流、ホームステイなどを求めて

います。

5 



を
望
む
人
が

5
割
を
占
め
ま
す
が
、
実
際
の

理
想
の
子
供
数
で
は
「
三
人」

子
供
数
(
現
在
の
子
供
数
)
で
は

「二
人
」
と
い
う
人
が
五
割
を
占
め
て
い
ま

こ
れ
は
教
育
費
な
ど
子
供
に
か
か
る
経
済
的
負
担
が
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い

.......-... あなたは生涯に子供を何人持つつもり 凋‘ あなたの理想とする子供の数削可人a商Eですか。または、持ちましたかo I出， ですか。可_... 希望(または現在の)子供数 司 F

......-.... 本県の出生率は全国低位にありますが、その原因はa冒τEどこにあると思いますか。

理想の子供数

恒

本県の出生率が全国低位にとどまっている理由

29.4 I-.万:三.. 三万:宗宗宗宗:京.-三三三 1県内に若者が望む企業が少ない
.・・・・・寸."J子供は少なくてよいと思ってい28.1 t:....・・:・:・:・:・:・:・:・:・:・:・1・川.・η.・.・4る人が多い

O 

.............._._._.....1子供を一人前にするのに教育費43.1 ~k日以土だ以:ど午次土:ど芯..六:ど芯..公:ど芯三:土:ど己ど:公:ど己..穴:三芯..穴:三午..父お不土;之..父〈十父芯:
40.0 r巳穴:三午..公:三午..穴:三午..公:之午..穴:三::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::j働 いている女性が多い

10 20 30 40 50 

六
十
二
年
度
の
富
山
県
の

出
生
率
(
人
口
千
人
あ
た
り

の
出
生
率
)
は
、
九
・
八
人
で
、

全
国
平
均
よ
り
も
一
・
三
人

少
な
く
全
国
最
下
位
で
す
。

%。
16.，・・

全国::]:::::Xで子よ.---------

率 寸 富山県

きて重

印
措
叫
ん
叫

Le--~

人
が
本
県
の
高
い
が
ん
死
亡
率
を
知
っ
て
お
り
、
が
ん
の
予
防

んすしお
。てよ
し 7 そ
か割四
しの人
、人に

がが 三

と

「早
期
発
見
の
た
め
定
期
検
診
を
受
け
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い

ん
検
診
を
「
受
診
し
た
こ
と
の
あ
る
人
」
は
、
山
%
に
す
ぎ
ま

る
#
品せ

(無回答率0.1%)

(%) 

検診率(全体) 受診者の受診頻度(僧成比)

区分 % 人数 毎年 隔年
3年に 4年に 5年以上 無答

回 1 回 に 1回

胃 が ん 検 "会 33.9 331 60.1 20.2 7.0 0.3 5.1 7.3 

子宮がん検診 30.8 156 47.4 25.0 12.8 0.7 7.7 6.4 

肺がん検診 8.4 82 64.6 19.5 3.7 3.7 8.5 

乳がん検診 9.7 94 58.5 20.2 8.5 3.2 4.3 5.3 

6 

がん検診受診の状況

ぉ
f
h
q
境

(r受診した二とがある」と答えた方へ)
今までにどんながん検診を何度受診しましたか。

がん検診の受診状況

ぉ
j
m
心
境

仰

f
m旬
緯

4・....-
a・・・ E・・・・・・・E・..

m
f
md
韓

他

(%) 

1 位 2 位 3 位 4 位 5 住

20-
がん年齢になって 忙しいから 面倒だから 検診の ことを知 ら 健康に自信がある

29歳
いないか ら なかったか ら から

43.1 16.1 15.3 11.7 10.2 

30-
忙しし、か ら がん年齢に なって 面倒だか ら 健康に自信がある 検診の こと を知ら

39歳
いないか ら かb なかったか ら

31.4 21. 9 20.4 10.9 8.0 

40-
忙し いか ら 面倒だか ら がんを発見さ れる 健康に自信がある 検診の ことを知ら

49歳
のが怖いか ら かb なかったから

44.6 21.8 18.8 14.9 2.0 

50-
忙し L、か ら 面倒だか ら 健康に自信がある がんを発見される がん年齢になっていなL、から

59歳
から のが怖いか ら 倹診のこiを知らなかったから

39.5 27.6 18.4 10.5 2.6 

60歳 健康勺に自信がある 面倒だか ら 忙しし、か ら がんを発見される 検診の ことを知 ら

以上
色、 のが怖いか ら なかったから

30.2 26.4 17.0 15.1 4.7 

7 

の

(r受診したニとがない」と答えた方へ)
がん検診を受けないのはなぜですか

今までがん検診を「受診したことがない」理由

〈年

(対象数557人)
(無回答率0.9%)

。
9ム-ー・・

話相1243自由自由 也白 61061位



ご
は
ん
の
消
費
量
は
、
「
増
え
た
」
人
よ
り
も
「
減
っ
た
」
人
の
方
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
九
割
以
上
の
方
が
今
後
も
ご
は
ん
が
食
卓
の
中
心
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

(無回答率0.3%)今後もごはんはパンやめん類に比べて主食と

して位置づけられていくと思しますか。.-・・・・ a・・E
a・・圃・圃・・・E_.・.-

県
に
最
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
は
、
「
総
合
雪
対
策
」
。
昨
年
に
引
き
続
き
ト
ッ

プ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
九
・

0
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す
。
「
高
齢
化
対
策
」

が
二
位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
早
い
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
本
県
の
高
齢
化
に

対
応
し
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

....-... ~、ま県の施策で力を入れてほしし、と思われるのは

.m・ どんなことですか。 (5つ以内)

・・・・・・E

県政への要望上位10項目

40 (%) 

-ι・川芯000日.・.お555:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;5522255522:j37.8(46.8)

三.......133. 4 ( 31. 4 ) 

;:::::::::・52i;i;i;2222333132. 6 ( 27 . 0 ) 
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30 20 10 。
策

祉

線

策

物価・消費生活

大す

福

幹

対

雪

化

新

メh、
ヱエ

ム、
口

齢

陸

総

社

ヰヒ

古
向

..j55225555:~ 23.2(23.7) 

3222222222222222日21.9(18.6)

育 e::5555::555552255525253522121.7(19.0)

::~ 18.2(13.0) 

備

医療 ・保健衛 生

整

整

道水

路

下

道

(無回答率0.1%)
( )は昨年調査結果

教

大学・短大等の整備

校学

1.2% 

今後もごはんは主食として位置づけられていくと思うか。

日本人の主食としてふさわしくなくなる

亘的に減るかも知れないが日本の

食生活の上で中心になる

(無回答率0.2%)

本県の農業は、「コシヒカリ」を中心とした良質米の生産に力を入れてきて

いますが、これからの本県の米の生産に何を望みますか。

本県のコメの生産に望むもの

4・・・・・・・-邑
a・・・..-・・..1._ 

50(%) 

44.3 

40 20 10 

多少価格は高くてもコシヒカリなど
おいしいコメの生産を増やすべきで
ある

価格が安くなるよう生産コストの引
き下げに努力すべきである

(%) 

位 2 位 3 位 4 位 5 位

北時新幹線 総合雪対策 観光開発 道路整備
スポーツ ・レク

20，.......29歳 リェーション
38.2 36.1 34.0 30.6 27.8 

30""""39歳
総合雪対策 道路整備 物価 ・消費生活 雇用 ・労働対策 北陸新幹線

43.5 30.5 29.0 28.0 27.0 

40，.......49歳 物価・消費生活/総合雪対策 高齢化対策 大整学備 ・短大等の 下水道整備

36.2 31.4 30.0 27.5 

50，.......59歳 総合雪対策 物価 ・消費生活/高齢化対策 下水道整備 北陸新幹線

43.1 42.1 33.2 29.2 

60歳以上 高齢化対策 社会福祉 総合雪対策 物価 ・消費生活 下水道整備

47.5 35.7 30.3 29.4 28.1 

県政への要望上位5項目(年齢別)

者十、、 ー
、』、

も

(無回答率0.7%)

5.6 

低農薬で安心して食べられるコメの
生産に努めるべきである

外国のコメにも負けないよう生産性
の高いコメ作りに努力すべきである

コメが余って いる状況だから、コメ
以外り他の作物の生産にも 力を入れ
るべきである

そ

わ

他

し、な

の

し》カ・

2
1
J
F
L可
勾
，
量
E
E』
E
F

(%) 

ぷ? 59 60 61 62 63 

1位
物価 ・消費生活 物価 ・消費生活 総合 雪 対策 総合 雪 対策 総合 雪 対策

(38.1) (35.4) (52.4) (46.8) (37.8) 

2 位
下水道整備 ネ土 メ~ 福 祉 物価・消費生活 品齢 化対 策 品齢 化対 策

(28.9) (27.1) (34.1) (31 .4) (33.4) 

3位
社 メ~ 福 祉 A子旦，. 校 教 育 北陸新幹線

物価・消費生活
物価・消費生活

(28.7) (26.7) (28.8) (32.6) 
A-Af 4 校 教 育 下水道整備 社 メ~ 福 祉

北陸新 幹線
社会福祉

4 位 (28.4) (25.9) (27.9) 
(27.0) 

(27.5) 

5位
医療 ・保健衛生 北陸新幹線 A号旦'" 校 教 育 ネ土 メz当z、 福 祉 北陸新幹線/下水道整備

(24.6) (25.3) (25.6) (26.4) (27.3) 

県政への要望上位5項目 (59""'63年)

8 

県内の米の販売量は、減少ないし、

+黄ノてイ傾向にあります。

⑨さらに詳しくお知りになりたい方は、県庁広報課(内線32 6)へどうぞ。

9 





TRIP県政

細ゎ、、気配旬、
家庭的な雰囲気a中7

. . . . .流杉老人ホーム

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
合
わ
せ
て
百
五
十
三
名
の
お
年
寄
り

が
入
所
さ
れ
て
い
る
県
内
最
大
の
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
ね
た
。

ま
す
驚
い
た
の
は
、
こ
う
い
っ
た
施
設
に
あ
り
が
ち
な
特
殊
な
臭
い
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
入
浴
中
の
特
別
養
護
棟
で
は
石
け
ん
の
香
り
と
湯

気
が
た
ち
こ
め
、
活
気
を
呈
し
て
い
た
。

佐藤紀子さん(富山市)

楽老
!人

暮!
丸ニf
Vず
はろ、)..7
j舌
動

「
今
日
は
二
力
所
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
い
う
所
長
さ
ん
の
言
葉
に
、
私
は
少
な
か

ら
ず
驚
い
た
。
ー
ー
ー
え
っ
、
老
人
ホ

l
ム
て
ク
ラ
ブ

活
動
け

ま
ず
案
内
さ
れ
た
の
は
手
芸
ク
ラ
ブ
。
そ
こ
で
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
交
通
安
全
週
間
な
ど
に
街

頭
で
配
ら
れ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
フ
ェ
ル
ト
を
丸
く
切
り
ぬ
く
人
、
綿
を
つ

め
て
縫
い
し
ぼ
る
人
、
ひ
も
を
つ
け
る
人
。
日
あ
た

リ
の
よ
い
和
室
て
背
中
を
丸
め
て
手
を
動
か
し
て
い

た
。
「
か
わ
い
い
ね
え
。
上
手
ゃ
ね
え
」
と
声
を
か
け

る
と
、
作
リ
方
を
教
え
て
く
れ
、
帰
リ
ぎ
わ
「
こ
れ

あ
げ
る
U

と
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
食
堂
て
花
ふ
き
ん
を
作
る
人
た
ち
も
い

た
。
こ
の
ほ
か
書
道
や
華
道
、
カ
ラ
オ
ケ
の
ク
ラ
ブ

も
あ
る
と
か
。

ホ
ー
ム
で
は
、
五
月
に
花
ま
つ
り
、
八
月
に
は
七

夕
、
孟
蘭
盆
、
十
二
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
、
新
年
が

あ
け
る
と
初
茶
会
や
豆
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
ま

た
手
先
・
指
先
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
も
兼
ね
て
ち
ぎ
リ

絵
や
紙
ね
ん
土
細
工
な
ど
が
行
わ
れ
、
秋
に
は
運
動

会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
入
所
し
て
い
る
方
々
が
心
身

レポーター

⑨
 

と
も
に
健
康
的
て
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
の
、
職
員
の
方
々
の
気

配
リ
の
行
き
届
い
た
行
事
ぱ
か
リ
で
あ
る
。

ま
た
、
す
ぐ
近
く
の
山
室
中
部
小
学
校
の
児
童
と

の
ふ
れ
あ
い
も
、
老
人
の
方
々
に
と
っ
て
こ
の
う
え

な
い
楽
し
み
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
、
私
が

小
学
生
や
中
学
生
の
こ
ろ
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

か
ら
生
花
や
手
芸
や
民
芸
品
づ
く
リ
を
習
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
貴
重
な
体
験
、
し
か
も
楽
し
い
ひ
と
と
き

と
し
て
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

職
員
の
方
々
は
、
何
か
と
老
人
の
方
々
に
声
を
か

け
、
あ
ち
こ
ち
で
会
話
が
聞
こ
え
た
。
思
い
描
い
て

い
た
よ
リ
ず
い
ぶ
ん
明
る
く
家
庭
的
な
ホ
ー
ム
で
あ

っ
た
。

え

i
す
ぐ
変
身
。

家
庭
的
な
ケ
ア
に
期
待
。

日
本
の
人
口
が
増
加
し
て
ゆ
き
、
し
か
も
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
の
比
率
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
今
後
、
施
設
の
許
容
人
数
を
オ
ー
バ
ー
し
て
、
パ

ン
ク
状
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
目
に
見
え
て
い

る
。誰

に
で
も
訪
れ
る
老
後
、
わ
か
リ
き
っ
て
い
る
こ

と
だ
が
、
意
外
と
こ
れ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
皆
が

老
い
を
正
面
か
ら
見
つ
め
る
こ
と
が
老
人
福
祉
充
実

へ
の
大
き
な

一
歩
だ
と
思
う
。

さ
て
、
こ
の
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
は
、
よ
リ
生
活
面

を
重
視
し
た
養
護
棟
と
、
よ
り
介
護
面
を
重
視
レ
た

特
別
養
護
棟
を
兼
ね
備
え
た
新
し
い
施
設
に
生
ま
れ

か
わ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
老
人
の
方
々
も
職

員
の
方
々
も
、
今
か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
素
晴
し
い
施
設
で
の
、
家
庭
的
な
ケ
ア
が
充
実

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
て
や
ま
な
い
。



ふるさと
みてある

福

回I
l尚l

テ
レ
ビ
の
時
代
劇
や
芝
居
、
ま
た
、
花
笠
祭
り
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
る
笠
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
福
岡
町
で
生

産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
知
る
人
ぞ
知
る
福
岡
の
菅
笠

菅
笠
の
あ
る
町岸

野
有
三
さ
ん
mw

福岡町の概要

人 12.472人(1月1日現在)

面積 58.62平方キロメートル

全国でも福岡町だけにみられる独創的な‘っくりもんまつり かは、

9月23、24日、五穀豊鏡を感謝して行われる。野菜や穀物、野の草花

で作られた大型のデコレーショ ンが町の各所に飾られ、県内外から 10

万人もの見物客が訪れる。

現
在
、
食
用
鯉
の
需
要
拡
大
を
ね
ら

っ
た
も
の
と
し

て
鯉
の
新
巻
、
燕
製
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
来
年
か
ら

鯉
の
ド
リ
ン
ク
「
鯉
胆
(
リ
た
ん
)
)
も
売
リ
山
さ
れ
る

予
定
だ
。

「
こ
れ
は
鯉
を
酒
て
煮
て
エ
キ
ス
を
取
リ
山
し
た
も

の
。
仮
性
近
視
や
腎
臓
、
肝
臓
に
効
能
が
あ
リ
ま
す
。

鯉
は
昔
か
ら
薬
用
魚
と
し
て
知
ら
れ
、
粘
液
で
お
お
わ

れ
て
い
れ
ば

一
日
水
か
ら
出
し
て
お
い
て
も
平
気
、
ま

た
寿
命
も

二
1
三
百
年
と
生
命
力
が
強
い
ん
で
す
。

」

特
産
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
加
工
品
に
挑

こ
こ
福
岡
で
菅
製
品
の
問
屋
を
営
む
岸
野
有
三
さ
ん

側
。
こ
の
稼
業
に
つ
い
て
か
れ
こ
れ
五
十
年
。
「
菅
笠

一

筋
ゃ
っ
た
か
ら
」
と
自
ら
語
る
よ
う
に
、
菅
笠
に
関
し

て
は
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

「
菅
笠
づ
く
リ
は
四
百
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
が
、
当
時
は
加
賀
笠
と
し
て
全
国
に
売
り
出
さ
れ
て

い
た
ん
で
す
」
。な
ん
で
も
、
福
岡
て
菅
笠
づ
く
リ
が
盛

ん
に
な
っ
た
の
は
、
小
矢
部
川
の
氾
濫
で
で
き
た
沼
に

菅
の
草
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
当

時
は
、
農
閑
期
の
仕
事
と
し
て
、
ま
た
、
貴
重
な
現
金

収
入
の
仕
事
と
し
て
町
に
根
づ
い
て
い
た
。

「
最
近
は
、
京
都
の
映
画
村
に
も
よ
く
出
荷
し
ま
す
。

ま
た
、
農
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し

て
の
菅
笠
、
色
紙
を
入
れ
て
飾
る
雲
版
、
茶
席
の
ざ
ぶ

と
ん
に
用
い
ら
れ
る
円
座
、
わ
ら
じ
、
米
俵
な
ど
に
も
菅

製
品
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
リ
、
皆
さ
ん
が
求
め
る
よ
う
な
新
し
い

菅
製
品
を
常
に
開
発
し
て
い
か
な
く
て
は
。

」

菅
と
と
も
に
生
き
て
き
た
岸
野
さ
ん
は
仕

事
が
生
き
が
い
。
「
私
た
ち
の
町

に
は
菅
が
あ
る
。
菅
笠
が
あ
る

と
胸
を
張
っ
て
い
い
た
い
。
」と

力
強
い
。

/ト
戦
し
て
い
き
た
い
と
い
う
谷
内
さ
ん
。
健
康
に
よ
く
て

お
い
し
い
鯉
を
是
非
皆
さ
ん
で
、
と

P

R
に
も
力
が
は

い
る
。

昔
懐
か
し
い
五
位
山
方
言
集

小
橋
重
信
さ
ん
側

「
人
と
話
し
と
っ
て
、
お
ま
え
変
わ
っ
た
言
葉
使
っ

と
る
の
ー
と
い
わ
れ
、
方
言
に
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た

の
が
き
っ
か
け
。
昔
か
ら
ず
っ
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
き

た
言
葉
が
な
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
本
に
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
が
で
す
。
も
と
も
と
が
な
ん
で
も
や
っ
て
み

た
い
性
格
ゃ
か
ら
」
と
語
る
小
橋
重
信
さ
ん
。

小
橋
さ
ん
は
去
年
四
月
に
地
元
五
位
山
地
方
の
方
言

を
集
め
た

『
五
位
山
地
方
方
言
集
』
を
発
刊
し
た
。

日
常
の
ふ
と
し
た
会
話
の
中
か
ら
「
こ
れ
は
」
と
思

う
も
の
を
秘
か
に
忍
ば
せ
た
メ
モ
に
記
す
。
そ
の
中
か

ら
厳
選
し
て
作
っ
た
と
い
う
こ
の
方
言
集
は
、

B
5
版、

十
六
ペ
ー
ジ
で
百
八
十
語
を
収
録
。
方
言
、
用
語
例
、

標
準
語
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の

一

部
を
紹
介
。

鯉
に
恋
し
て

谷
内
則
之
さ
ん
倒

「
昔
か
ら
鯉
は
好
き
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
好
き
じ
ゃ

な
い
と
や
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
よ
。
な
ん
せ
、
胸
の
あ

た
リ
ま
で
水
に
浸
る
ん
だ
か
ら
」
。と
語
る
谷
内
則
之
さ

ん
問
。
福
岡
町
鯉
技
術
指
導
研
修
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て

九
年
に
な
る
。

「
養
鯉
を
や
っ
て
い
て

一
番
注
意
レ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
病
気
。
早
く
発
見
レ
て
や
ら
な
い
と
ね
。
あ

と
は
選
別
。
錦
鯉
と
し
て
使
え
る
鯉
と
そ
う
で
な
い
も

の
を
分
け
る
ん
で
す
。
商
品
と
し
て
通
用
す
る
の
は
ほ

ん
の
わ
ず
か
で
す
け
ど
も
。

」

も
と
も
と
福
岡
町
の
矢
部
地
区
は
庄
川
と
小
矢
部
川

も「
モ
テ
ン
」
に
自
分
の
こ
と
ば
か
リ

U
W

「
た
だ

一
途
」
に
自
分
の
こ
と
ば
か
リ

そ
れ
が

一
番
「
ア
ジ
コ
ト
」
に
な
る

H
W

そ
れ
が

一
番
心
配
に
な
る
。

人
の
色
顔
み
て
「
ハ
ベ
ア
ワ
ス
」

川
W

人
の
顔
を
み
な
が
ら
「
調
子
を
合
わ
す
」

こ
う
し
て
て
き
た
方
言
集
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
区
、
友
人
、
親
類
な
ど
に
配
付
。
そ
の
他
に
、
方
言

集
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
求
め
て
く
る
人
も
多
く
、
百

三
十
五
部
作
っ
た
本
は
ま
た
た
く
聞
に
な
く
な
っ
た
。

好
評
に
応
え
て
、
十
二
月
に
は
第
二
集
が
発
刊
さ
れ
た
。

「
こ
の
方
言
集
を
、
都
会
の
子
や
孫
ヘ
送
リ
た
い
と

い
っ
て
持
っ
て
い
か
れ
る
人
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
小

橋
さ
ん
。
こ
の
他
に
も
、
俳
句
、
カ
ラ
オ
ケ
、
マ
ラ
ソ

ン
と
多
趣
味
の
氏
は
次
は
何
に
挑
戦
し
ょ
う
か
と
思
案

中
だ
。



動きだした北陸新幹線

本格右二 犬定
北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
整
備
計
画
の
決
定
以
来
、

国
の
財
政
再
建
や
国
鉄
改
革
な
ど
に
よ
り
、
着
工
が

見
合
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
八
月
に
、
部
分

的
に
工
事
を
行
い
、
順
に
開
通
さ
せ
な
が
ら
全
線
を

整
備
す
る
方
法
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

高
崎
・
軽
井
沢
闘
を
平
成
元
年
度
に
本
格
着
工
し
、

高
岡
・
金
沢
問
、
魚
津
・
糸
魚
川
聞
も
引
き
続
き
着

工
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
元
年
度
の
国
の
予
算
編
成

で
次
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

高
崎
・
軽
井
沢
間
本
格
着
工

加
越
ト
ン
ネ
ル
着
手

北
陸
新
幹
線
の
高
崎

・
軽
井
沢
間
(
通
常
新
幹
線
、

四
十

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
建
設
を
本
格
的
に
始
め

る
た
め
、
国
の
予
算
と
し
て
五
十
億
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
と
J
R
の
負
担
分
を
合
わ
せ
る
と
、

百
二
十
七
億
円
の
工
事
費
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

リ
ま
す
。

ま
た
、
高
岡

・
金
沢
問
の
加
越
ト
ン
ネ
ル
(
六
・
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
に
つ
い
て
、

三

・
九
億
円
の
難
工

事
予
算
が
計
上
さ
れ
、
元
年
度
は
全
額
国
の
負
担
で

着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

建
設
費
の
負
担

建
設
費
に
つ
い
て
は
、

J

R
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

.
残
リ
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
国
と
地
域
て
負
担
す
る

こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
地
域
の
負
姐
は
、
軌
道
な
ど

て
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
駅
舎
な
ど
て
二
十
五
パ
ー
セ
ン

消
費
税
の
創
設
と
所
得
税
等
の
軽
減
を
柱
と
す
る

税
制
改
革
が
行
わ
れ
、
国
税
、
地
方
税
(
県
税
、
市

町
村
税
)
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
改
正

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
税
(
消
費
税
)

四
月

一
日
か
ら
、
原
則
と
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ

ス

等
の
す
べ
て
の
取
リ
引
き
に
対
し
て
三
パ
ー
セ
ン
ト

(
新
車
の
普
通
自
動
車
は
経
過
的
に
三
年
間
六
パ
ー

セ
ン
ト
)
の
消
費
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま

す
。実

際
の
納
税
は
製
造
、
卸
、
小
売
等
の
各
段
階
の

事
業
者
が
行
い
ま
す
が
、
税
額
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

て
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
、
最
終
的
に
は
消
費
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
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ふ(課税)

ふ(課税)

原
材
料
製
造

(
生
産
)
業
者

完
成
品
製
造
業
者

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
道
や
港
湾
の
地

元
負
担
と
同
じ
考
え
方
で
、
開
発
利
益
を
受
け
る
地

域
が

一
部
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

ス
ー
パ
ー
特
急
で

お
分
短
縮

北
陸
新
幹
線
が
全
線
整
備
さ
れ
る
と
、
富
山
か
ら

東
京
へ
は
二
時
間
十
分
で
行
け
る
こ
と
に
な
リ
ま
す

が
、
ス
ー
パ
ー
特
急
で
は
、

二
時
間
四
十
八
分
と
な

リ
ま
す
。
現
在
の
三
時
間
二
十
六
分
(
三
月
十

一
日

以
降
は
三
時
間
二
十
分
)
か
ら
三
十
八
分
の
短
縮
で

す
。そ

の
場
合
は
、
富
山
駅
で
ス
ー
パ
ー
特
急
に
乗
リ
、

現
在
建
設
中
の
北
越
北
線
を
経
由
し
、
越
後
湯
沢
駅

で
上
越
新
幹
線
に
乗
り
換
え
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

一
日
も
早
い
利
用
の
た
め
に

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
富
山
駅
に
い
っ
新
幹
線

が
入
っ
て
く
る
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
確
に
な
づ
て

い
ま
せ
ん
。
技
術
的
に
は
六
年
で
全
線
が
完
成
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
今
後
の
予
算
次
第
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
金
沢

・
高
岡
聞
と
魚
津

・
糸
魚

川
聞
が
本
格
着
工
さ
れ
、

一
日
も
早
く
利
用
で
き
る

よ
う
、
今
ま
で
以
上
の
粘
り
強
い
運
動
が
必
要
で
す
。

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
レ
ま

皆
さ
ん
の

す
。

地
方
税

個
人
住
民
税
は
三
段
階
に

個
人
住
民
税
は
、
均
等
割
(
県
内
に
住
所
の
あ
る

方
な
ど
に
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
)
と
所

得
割
(
前
年
中
の
所
得
に
よ
リ
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
)
と
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
所
得
割

の
税
率
構
造
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
五
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
七
段
階
の
刻

み
だ
っ
た
も
の
が
、
五
、
十
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

三
段
階
に
な
リ
ま
す
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
に

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、

「特
別
地
方
消
費
税
」
と

な
リ
、

税
率
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
税
点
が
引
き
上

卸
売
業
者

小
売
業
者 0-- -.:)標準軌新線

既存の新幹線が走行。最高時速260km。

C つ新幹線直通線
(ミニ新幹線)

在来線レールの外側に新幹線用のレール

を|本追加。車両は、在来線サイズの小

型新幹線。最高時速130km。

C つ新幹線規格新線
(スーパー特急)

トンネルや路盤は、整備計画ルートで新

幹線規格のものが新しく作られる。レー
ル幅と車両サイズは、在来線と同じ。最

高時速160-20Okmのスーパー特急が走行。

ε つ既存の新幹線

o 0在来線
住二三二七三==0整備計画ルート

¥
tBEL
It
-
-
/
 

の
内

同
制
4
1
A

B
Mい
い
k

沢
年

井

三

況
ま
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t
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い
一
諦

野

扱

結

長

取

に
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ea
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aEB
a
t
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a，白目・・白、白、‘
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げ
ら
れ
、
飲
食
等
が
二
千
五
百
円
か
ら
五
千
円
に
、

宿
泊
等
が
五
千
円
か
ら

一
万
円
に
な
リ
ま
す
。
た
だ

し
、
国
税
の
消
費
税
は
す
べ
て
の
飲
食
、
宿
泊
に
か

か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

二
千
円
の
食
事
で
は
六
十

円

(
「消
費
税
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
分
)
、
六
千
円
の
食

事
て
は
三
百
六
十
円
(
「
消
費
税
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
と

「特
別
地
方
消
費
税
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
計
六
パ
ー

セ
ン
ト
)
が
消
費
者
の
税
負
担
と
な
り
ま
す
。

娯
楽
施
設
利
用
税
は
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に

パ
チ
ン
コ
庖
や
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
の
利
用
に
か

か
っ
て
い
る
娯
楽
施
設
利
用
税
は
ゴ
ル
フ
場
だ
け
を

対
象
と
レ
た

「ゴ
ル
フ
場
利
用
税
」
と
な
リ
、

一
人

一
目
標
準
で
千
百
円
の
税
負
担
が
八
百
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
プ
レ
ー
代
に
は
三
パ
ー
セ

ン
ト
の
消
費
税
が
か
か
リ
ま
す
。

不
動
産
取
得
税

一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
住
宅
を
建
築
し
た
場

合
に
控
除
さ
れ
る
税
額
が
、
最
高
十
三
万
五
千
円
か

ら
三
十
万
円
と
な
り
ま
す
(
平
成
元
年
四
月

一
日
以

降
建
築
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
)
。
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消
費
者

問
い
合
わ
せ
は

お
気
軽
に

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り
の
税
務
署
(
問
税
担
当
部
門
)
へ

消
費
税
の
仕
組
み
ゃ
納
税
事
務
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り
の
県
税
事
務
所
・
市
町
村
役
場
へ



世
界
ヘ
飛
び
出
せ

青
年
の
翼

婦
人
の
翼

第四回

富
山
県
青
年
海
外
派
遣

派
遣
国
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ

期

間

+

月

十

二
日
附

i
二
十
四
日

ωの

十
三
日
間

募
集
人
員
・
資
格
年
齢

〈
一
般
部
門
〉
約
六
十
名
(
う
ち
身
体
障
害

者
三
名
程
度
)

二
十
歳
以
上
三
十
歳
未
満

〈
農
業
部
門
〉
約
十
五
名
(
う
ち
農
業
高
校

生
・
短
大
生
三
名
程
度
)

二
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満

団
員
負
担
金
約
十
七
万
円

募
集
期
間
三
月
十
日
倒

i
四
月
十
日
何

第9回

富
山
県
婦
人
海
外
派
遣

派
遣
国
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ

期
間
十
月
十
二
日
同
l
二
十
四
日

ω

募
集
人
員
・
資
格
年
齢

約
三
十
名

三
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
(
地
域
で
の

活
動
が
顕
著
な
方
な
ら
、
五
十
五
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
方
で
も
可
)

団
員
負
担
金
約
十
七
万
円

募
集
期
間
三
月
十
日
働

i
四
月
十
日
何

(
市
町
村
に
よ
り
異
な
る
)

※
詳
し
く
は
、
県
庁
婦
人
青
少
年
課
(
内
線

7
6
3
)
ま
た
は
、
市
町
村
担
当
課
へ

。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
に
安
全
衛
生
推
進
者
を

労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
る
事
業
場
。

日
か
ら
職
場
の
安
全
と
健
康
の
担
当
者
と
し
※
詳
し
く
は
、
富
山
労
働
基
準
局
安
全
衛
生

て

、

安

全

衛

生

推

進

者

(

工

業

的

業

種

)

ま

課

(
8
0
7
6
4
・
辺
・

2
7
2
7
)
へ

た
は
衛
生
推
進
者
(
非
工
業
的
業
種
)
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

「成人の日」記念優良青年等表彰式

ガン・カモ科鳥類生息調査(一18日)

第42囲県民体育大会冬季スキー競技会(ー24日)

雪ん子ラガー交流交歓大会 (-22日)

青少年保護育成審議会

U R U 0 I会議

黒部ですごす雪ん子のつどい

1月幻自

1月潟日

1月お日

少
年
に
愛
の
ひ
と
声
を
/
.

卒
業
期
の
少
年
非
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
少
年
の
非

行
や
家
出
が
多
く
な
り
ま
す
。
昨
年
の
こ
の

こ
か
月
間
に
警
察
が
発
見
し
、
保
護
し
た
家

出
少
年
は
全
国
で
五
千
五
百
人
あ
ま
り
。
そ

の
う
ち
九
人
に
一
人
が
非
行
に
走
り
、
二
十

四
人
に
一
人
が
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

す
。

日 曜 場 所 時 問

うf
高岡駅前 10:00-15:30 

土
氷見市サンパーク氷見広 10 : 00 -15 : 30 

2 日 黒部市「メルシー」ショッピンク'センター前 10:00-15:30 

3 月 立山町役場前 10 : 00 -15 : 30 

8 土 富山市「アヒ。タ」ショッヒ。ンク・センタ一前 10:00-16:00 

10 月 庄川町役場前 10: 00-15: 30 

13 木 新湊市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

15 土 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

16 日 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

福岡町役場前 9:30-11 :00 
17 月

福岡駅前 12 : 00 -15 : 30 

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
22 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

23 日 富山市中央通りさんぽーろ 1 0 : 00 -16 : 00 

大沢野町役場前 1 0 : 00 -12 : 00 
24 月

大沢野町図書館前 13 : 00 -15 : 30 

29 土 砺波市チューリッフ。フェア会場 10:00-15:30 

30 日 高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 
L _  

暖
か
い
思
い
や
り
の
あ
る

態
度
で
子
供
と
接
し
、
持

ち
物
や
言
葉
づ
か
い
、
行

動
に
不
審
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
適
切
な
指
導
や
助
言
を
し
ま
し
ょ
う
。

、l
J
'

す
べ
て
の
人
が
「
よ
そ
の

「

1
・5
惨

'J
F

子
も
わ
が
子
と
同
じ
」
と

冠
域
で
は
J

4
j
・
1
』

い
う
気
持
ち
を
も
ち
、
非

d
1
l、

行
に
陥
り
そ
う
な
少
年
を

見
か
け
た
と
き
は
、
「
ひ
と
声
」
か
け
て
非
行

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

4月街頭献血日程平成元年

第4回富山県中核農業士・青年農業士等の集い

第28回富山県農村教育青年会議

省資源・省エネルギー運動富山県民会議

「北方領土の日」街頭キャンペーン .

選
任
基
準
/

①
大
学
卒
業
後
一
年
、
高
校
卒
業
後
三
年
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
五
年
以
上
安
全
衛
生
の

実
務
に
従
事
し
て
い
る
者
。

②
資
格
講
習
修
了
者
。

対
象
事
業
場
/

十
人
以
上
五
十
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す

…宵

/

¥
、

2月1日

2月4日
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3月は
納税強調月間です

あなたの税金が、明日の富山県を創ります。

一層のご理解とご協力を。

県税についての相談や苦情は、気軽に所轄の

県税事務所へ。

19 

冬季県民レクリエーション大会(雪のシンフォニ

雪のファンタジーコンサート

第26回全国中学校スキー大会(-9日)

岡田謙三展開会式(-3月31日)

一州
一〕

2月5日

2月7B

2月9日



新開NeWst!R
・北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第E土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、毎日

毎月第E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

見てください・聞いてください、県からのホットニュース

女
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
の
方
た
ち
は
と
て

も
元
気
で
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
カ
ラ

オ
ケ
、
手
芸
等
々
:
・。

多
彩
な
活
動
に

は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
中
て
も
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
は
対
抗
試
合
て
負
け
た
こ
と
が
な

い
そ
う
で
す
。
こ
の
お
年
寄
り
の
元
気
、

見
習
わ
な
く
て
は
な
リ
ま
せ
ん
。
(
M
)

女
鯉
が
名
産
の
福
岡
町
。
鯉
の
寿
命
は

二
百
年
く
ら
い
あ
る
そ
う
で
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
近
所
に
い
る
鯉

も
平
成
・
昭
和
・
大
正

・
明
治
:
:
:
。

も
し
か
し
た
ら
、

富
山
県
が
富
山
藩
や

加
賀
藩
だ

っ
た
時
代
か
ら
私
た
ち
の
生

活
を
見
て
き
た
鯉
も
い
る
か
も
じ
れ
ま

せ
ん
ね
。

(
T
)

女
上
平
村
の
ジ
ヤ
ン
さ
ん
は
、
カ
ラ
オ

ケ
が
と
て
も
上
手
。
早
口
こ
と
ば
の
よ

-圃---------圃園田
・圃園田園田-

『
立
山
と
生
活
』

みなさんの相談窓口
・託証柏崎同町4・e革主主調同岨匝RF..1
消費生活センター 富山県交通事故相談所

富山市安住町7-旧 県庁E階

安住町第一生命ビル内 包 (0764)31-4111内759
(一般相談は〉

宮 (0764)32-9233
〈金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777

-・I~;F.姐.llf~~:司・・
暴力団、家庭問題、覚せ

い剤、悪質商法、困りご

と、警察に対する要望や

苦情など、どんな相談に

も応じます。
ヨニ ワJレイ ヒトナシ

宮 (0764)42-01 1 0 

ー

l
あ
ば
れ
常
願
寺
川
|

|

ラジオ広報RAD'O・FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9:30~9:35 

常
願
寺
川
は
、
日
本
て
も
指
折
リ
の
暴
れ
川

で
、
常
に
川
が
静
か
で
あ
る
こ
と
を
願
う
気
持

ち
か
ら
「
常
願
寺
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
山
か
ら
流
れ
出
る
凄
ま
じ
い
流
水
と
土
砂

に
よ
る
自
然
の
脅
威
。
そ
れ
ら
を
治
水
工
事
や

砂
防
工
事
等
て
克
服
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
苦

労
と
知
恵
を
描
い
て
い
ま
す
。

日
ミ
リ
カ
ラ

l

・2
巻
初
分

昭
和
六
十
三
年
度
文
部
大
臣
賞
受
賞

V
利
用
申
し
込
み
は
、
富
山
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(
0
7
6
4
・
泣
・

6
4
2
0
)
、
魚
津
市
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(
0
7
6
5
・
2
・

2
4
9
5
)
、

高
岡
市
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

(
0
7
6
6
-
m
・

1
2
5
1
)
、
砺
波
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(
0

7
6
3
・
立
・

4
0
7
8
)

-・・・・・.g_.~・陶~~"F.__ _ 
富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)3卜41日間

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411附

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311杭)

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151代)

テレビ広rv
・北日本放送毎週日曜日 AM8:00~8:30 

「こんにちは富山県です」
3/19 "富山の顔"大募集

3/26 地域医療計画 (手話)

4/2 平成元年度今年の予算

4/9 春の交通安全運動

4/16 TOYAMA NOW in原宿

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00~9:3D
r1l 0万人のひろば クイズ/フォー力ス・イン」

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

面炎キ目民県

春
の
光
が
雪
国
に
輝
き
、

雪
解
の
聞
か
ら
黒
い
土

が
、
草
木
の
芽
が
顔
を
出
し
た
と
き
の
喜
ぴ
は
、

雪

国
に
住
む
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
に
、
北
陸
の
人
々
に
と

っ
て
、
春
は
と
り

わ
け
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

古
来
、
春
を
待
つ
こ
こ
ろ
が
、
素
朴
な
自
然
信
仰

を
生
み
、
「
山
行
き
」
と
い
う
習
俗
を
生
み
出
し
た
。

こ
の
「
山
行
き
」
は
、
山
に
登
り
、
ツ
バ
キ
の
花

な
ど
の
中
で
共
に
飲
み
食
い
、
花
な
ど
を
摘
み
家
に

持
ち
帰
る
楽
し
み
ご
と
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
山
は
聖

地
で
あ
り
、
そ
こ
の
木
や
花
に
は
神
霊
が
依
り
つ
く

と
考
え
、
こ
の
神
霊
を
呼
ぶ
た
め
に
草
花
を
持
ち
帰

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
山
行
き
」
の
主
役
で
あ
る
花

l
「ハ

ナ
」
は
、
も
の
の
先
ぶ
れ
の
し
る
し
を
意
味
し
て
お

り
、
農
家
の
人
た
ち
が
春
山
の
花
を
家
に
飾

っ
た
の

も
、
本
来
は
、
豊
作
を
象
徴
的
に
具
現
し
た
の
で
あ

春
待
7
ここ
ζ

「

u-ヲ
サ
ニ
刀
富
谷

E
E
h
F
a
2
E
‘

L

，、S
E
B低
E

ろ
う
。

季
節
で
あ
り
、
我
々
に
期
待
と
希
望
を
も
た
ら
し、

あ
か

生
を
証
し
す
る
季
節
で
も
あ
る
。

とやま心

叉
女
性
が
花
カ
ン
ザ
シ
を
つ
け
た
の
も
、
髪
を
飾

か

ざ
し

る
意
味
あ
い
か
ら
で
は
な
く
、
カ
ン
ザ
シ
と
は
挿
頭

'
内

司

】

の
こ
と
で
、
古
く
は
、
女
性
が
臨
時
の
亙
女
と
な

っ

て
正
月
神
に
花
を
供
え
奉
仕
す
る
習
俗
か
ら
き
た
も

の
と
い
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、

春
は、

自
然
を
最
も
意
識
す
る
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